
-84- 

７）防災意識 

防災意識については尾関らの尺度を用いて、一般的な全国平均値と比較した。Ａスコア（被災状況

に対する想像力）は15.43であり、平均値の12.98よりやや高かった。Ｂスコア（災害に対する危機

感）は19.97と平均値17.70、Ｃスコア（他者指向性）は15.87と平均値13.20、Ｅスコア（不安）

は16.97と平均値の14.83と、平均値より高い値であった。最も低かった項目はＤスコア（災害に対

する関心）14.28であり、平均値14.62とほとんど同じであった。防災意識尺度総合点は82.54とな

り、平均値の73.33点より、高い点数となった。 

このように、災害に対する関心を高めることによって、防災意識のなお一層の向上が期待できるこ

とが明らかになった。「自分の利益にならないことはやりたくない」「自分の身近なところで起きそう

なことだけを考える」「普段は災害のことは考えない」「災害対策は耐震補強や防波堤の整備など物理

的なものだけで充分だと思う」といった内容へのアプローチが有効であろう。 

 

 

Ozeki, M., Shimazaki, K. & Yi, T. 2017. Exploring elements of Anti-disaster Consciousness: Based on 

Interviews with Anti-disaster Professionals, Journal of Disaster Research, 12(3), 631-638. 

島崎敢・尾関美喜：防災意識尺度の作成(1)，日本心理学会第81回大会発表論⽂集,69, 2017 

 
Ａスコア（被災状況に

対する想像力） 
災害が起きたらどんなことが起きるか、何が必要か、何をするかを想像する力です。これが低い人は、

災害のことを調べる、被災者の話を聞くなどして災害を知り、想像力を養いましょう。 

Ｂスコア:災害に対する

危機感 
災害をどのくらい深刻に捉えているか、現状ではまずいと思っているかを表しています。これが低い人

は、災害は明日来てもおかしくないことを再認識し危機感を持ちましょう。 

Ｃスコア:他者指向性 社会や人のために何かをしようと思う心です。災害は地域の人がみんなで協力しなければ乗り切れま

せん。これが低い人は共助の大切さを再認識し、他人のことも考えるようにしましょう。 

Ｄスコア:災害に対する

関心 
災害に興味を持ち、災害を自分のこととして捉えている程度です。これが低い人は災害に無関心で

す。まずは災害を自分の問題として捉え、防災のために自分か何をするかを考えましょう。 
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Ｅスコア:不安 災害のことを心配している度合いです。不安は災害に対する備えの原動力にもなりますが、A〜D と違

って、高すぎてもよくないことに注意が必要です。適度な心配を心がけましょう。 

総合点 あなたの「防災意識」の全体的な水準を表しています。自分の防災意識が他の人と⽐べて、高いか低い

かを知り、低かった人は今よりも災害や防災のことを考えてみる機会を増やしましょう。 

 

８）避難施設での健康管理、地域の地理や歴史、備蓄食品の調理、及び、日常的な食に対する態度 

① 帰宅困難者支援対策の認知との関連 

帰宅困難者支援を知っている者の方が、知らない者に比べ「避難施設ならではの健康に悪影響を及ぼ

す可能性が高い要因を列挙できる」「健康を害さないために必要な予防行動を実践できる」、「地域の

地理や自然環境を知ることによって、災害が起きたときに適切な行動ができる」割合が高かったり、

「地域の産物や食文化を聴いたり、調べたり、話したりすることに関心がある」割合も有意に高かっ

た。 

 

② 災害時の食料の備蓄との関連 

災害時の食料を備蓄している者の方が、備蓄していない者に比べ「避難施設ならではの健康に悪影

響を及ぼす可能性が高い要因を列挙できる」「健康状態を推し量るための手段を知っている」、また、

「地域の地理や自然環境を知ることによって、災害が起きたときに適切な行動ができる」「地域の災

害の歴史を知ることによって、防災に関する日常の備えを見直すことができる」割合が高かったり、

さらには、「地域の産物や食文化を聴いたり、調べたり、話したりすることに関心がある」割合も有

意に高かった。 

 

③ 災害ボランティアへの意向との関連 

帰宅困難者支援を知っている者の方が、知らない者に比べ「健康を害さないために必要な予防行動

を実践できる」割合が高かったり、「食事を作ることが好きだ」「地域の産物や食文化を聴いたり、調

べたり、話したりすることに関心がある」割合も有意に高かった。 
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９）アンケートに対する意見 

 次のように、本アンケート調査の結果から意見が寄せられた。調査を回答すること自体が教育の

一環となったことがうかがえた。 

 

 こうした防災に関する意識調査に回答することによって、防災について考えていく姿勢が必要であ

ることを改めて理解することができた。 

 アンケートに答えてるうちに、私の家庭は災害に対しての準備をしていないことに気づいた。非常

食や飲料水など、もしもに備えないといけないと感じた。 

 一人暮らしをしていて漠然と災害な対する不安はありますが、何を最初にすればいいのかわからな

いので、文書などでまとめているものがあるとわかりやすくていいと思います。 

 元々静岡の真ん中辺に住んでいたので、南海トラフや富士山噴火に備えて防災訓練がくどいくらい

頻繁に行われていました。大学生になって、全員参加の避難訓練も無ければもしもの際のマニュア

ルも任意という有様に正直驚きました。自分の命は自分で守ることは基本ですが、かといって知ら

なかったので亡くなる命を少しでも減らす努力はするべきだと思っています。難しいことではあり

ますが、そうした取り組みはどれだけやっても無駄にはならないと思うので、この際ぜひ分析に役

立てていただけたらと思います 

 今後とも、意識しながら万が一に備えていこうと思う。 

 自分では災害時などに備えて準備をしているつもりだったが、通学時に被災するかもしれないと考

えたことはなく、学校周辺の防災マップも確認したことがなかったので、緊急時が起こった時に慌

てずに行動できるようにできるようにしなければいけないと感じました。 

 突然起きてしまう自然災害に対して、十分な備えや正しい知識を持つことは非常に大切なことだと

感じます。 

 発達障害なども含めて障害がある人間向けの対応が災害時にあるのか、あるとすれば何か知りた

い。 

 被災した学生たちの話を聞いてみたいです。 

 普段、災害が起こらない限りは、どうしても災害への意識は薄まってしまいがちですが、日頃から

いつ来るか分からない災害について、考える事が必要であると思いました。 

 防災について少し調べてみようと思った。思ったよりも利己的な回答になって驚いている。 

 防災訓練に参加してみたいとは思いますが、部活で余裕がない事が現状です。 

 災害についてしっかり学びたいと思いました(2)。 

 災害について考えることができた(2)。 

 災害について色々考える機会になりました。ありがとうございました！ 

 

４.まとめ 

本調査では、千代田区に次学する大学生の防災、および、帰宅困難者支援に対する意識の実態を把

握することを試みた。 

これまでの研究でも、具体的な防災行動を起こすためには、単に防災に対する知識や関心を持つだ

けでなく、災害に対するリスク認知を中核とした、より明確な防災意識を高める必要性が指摘されて

いる。被害の深刻さの認知は防災行動に影響を与えることが先行研究でも報告されている 10，11)。防災

教育は人々の防災意識を高め、防災行動を促すことを主たる目的に掲げているが、地域の特性や問題
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点、そして過去の被災経験を知ることが重要であるため 12)、実際の内容は様々である。 

本研究結果をみると、学生自身、通学に公共交通機関を使い、通学時間も１時間以上の学生が半数

を占めることから、「被災時に、徒歩で帰宅しないと思う」と回答した学生が7割弱みられたが、「通

学時に被災する可能性について考えたことがない」という回答は4割強であった。帰宅困難者支援対

策については知っている学生は 27.1％と少ない結果であった。また、帰宅困難者支援対策を知って

いる者は、知らない者に比べ、避難施設での健康管理の知識や予防行動とともに、地域の地理や歴史、

そして、地域の産物や食文化などの情報を受発信していくことなどの、地域への関心や人とのつなが

りとの関連がみられる可能性を見いだすことができた。 

清水らは、大学生の防災行動には、“大地震発生への不安・懸念”とともに、“地域および地域活動

への関心”が影響を及ぼしていることを明らかにしている 13)。居住地域に愛着をもたせたり、地域行

事やお祭りに参加させるなど、近隣とのつきあいや地域的つながりを持たせることが、防災行動を促

進させることにつながるという。元吉ら 6)も、防災行動を規定する要因として“恐怖感情を刺激する

こと”と“地域コミュニティに対する意識を高めること”をあげる。これに加え、大学生の場合、河

野ら 14)は「多数者がどのように行動しているか」、具体的には「地震に対する備えをしている人はた

くさんいる」という記述規範をもつことや、時間や面倒といったコストを削減することも防災行動を

規定する要因としてあげる。 

一般には、防災意識は家庭防災から地域防災への視野を広げることが想定できるが、千代田区に通

う大学生にとっては地域防災、すなわち、「帰宅困難者支援」の視点が家庭防災へと関心を広げるこ

とにつながるのではないだろうか。「帰宅困難者支援」に焦点をあてた教育が、大学生の自らのいの

ちを守る防災行動でもあり、地域防災に目を向ける糸口となる可能性をもっていることが本調査から

も明らかになっている。こうした千代田区の大学生の特性を生かした防災教育の内容を、次年度、検

討していきたい。 

 

５.要 約 

千代田区における災害対策・危機管理政策経営に資する大学版の帰宅困難者支援施設運営ゲーム等

の防災教育を実施する前段階として、大学生の防災に関する意識等の実態を把握することを目的に、

５大学の998名を対象にWebを用いたアンケート調査を実施し、384名から回答が得られた。その結

果、以下の結果が得られた。 

１)自宅での災害時に飲料や食料を備蓄している者は、2/3を占めた。 

２)学生自身、「被災時に、徒歩で帰宅しないと思う」と回答した学生が 7 割弱みられたが、「通学時

に被災する可能性について考えたことがない」という回答は4割強であった。帰宅困難者支援対策

については知っている学生は27.1％と少なく、「健康を害さないために必要な予防行動を実践でき

る」「健康状態を推し量るための手段を知っている」割合もやや低かった。 

３)防災教育の経験のある学生は９割を占めた。その内容は、避難訓練、AED訓練、消火訓練が高率で

ある一方、介護を必要とする人の介助体験、携帯電話を使用した情報伝達訓練、救出・救助体験、

地域での話し合い、災害図上訓練（DIGなど）が10％以下にとどまった。 

４)災害ボランティアの経験のある者は 6.3％と少数であったが、今後のボランティアの希望は 65％

程度に及んだ。 

５)防災意識は、一般的な平均値と比較すると、「被災状況に対する想像力」「災害に対する危機感」

「他者指向性」「不安」、そして総合点は高い値を示したが、「災害に対する関心」が他の項目に比
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べやや低い結果であった。災害に対する関心を高めることによって、防災意識のなお一層の向上が

期待できる。 

６)帰宅困難者支援対策を知っている者は、知らない者に比べ「避難施設ならではの健康に悪影響を

及ぼす可能性が高い要因を列挙できる」「健康を害さないために必要な予防行動を実践できる」、な

どの具体策をとることができ、「地域の地理や自然環境を知ることによって、災害が起きたときに

適切な行動ができる」「地域の産物や食文化を聴いたり、調べたり、話したりすることに関心があ

る」などの、地域への関心、人とのつながりが大きいことが明らかになった。 
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